
新
書
紹
介

取
り
、
二
人
の
職
員
と
共
に
、
著
者
は

精
力
的
に
仕
事
を
こ
な
し
て
ゆ
く
。

新
中
央
館
の
設
計
変
更
、
移
動
図
書

館
車
の
更
新
に
よ
る
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
活
性
化
、
施
設
増
に
伴
う
人
員

要
求
と
人
材
ス
カ
ウ
ト
、
図
書
購
入

法
の
改
善
、
電
算
の
導
入
、
住
民
団

体
と
の
折
衝
等
々
。

　
か
く
し
て
昭
和
五
十
七
年
四
月
、

新
し
く
な
っ
た
移
動
図
書
館
車
「
わ

か
く
さ
」
号
が
運
行
を
開
始
し
、
同

年
五
月
に
は
堀
江
分
館
が
、
八
月
に

は
旧
図
書
館
を
改
装
し
た
猫
実
分
館

が
開
館
し
市
民
が
殺
到
す
る
。
翌
年

三
月
に
は
待
望
の
中
央
図
書
館
が
開

館
、
開
館
後
二
週
間
で
延
一
五
、
〇

〇
〇
人
以
上
の
市
民
が
延
四
五
、
〇

〇
〇
冊
以
上
の
本
を
借
り
て
ゆ
く

　
（
特
に
最
初
の
日
曜
日
に
は
貸
出
冊

数
が
実
に
八
、
七
〇
〇
に
も
上
っ
た
）

と
い
う
人
口
八
万
強
の
市
と
し
て
は

破
格
の
利
用
を
見
る
に
至
る
。
そ
し

て
五
月
富
岡
分
館
が
開
館
、
こ
こ
に

中
央
館
、
三
分
館
、
移
動
図
書
館
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
一
○
と
い
う
図
書
館
網

が
で
き
今
日
に
至
る
。
更
に
一
分
館

を
計
画
中
だ
が
、
何
と
一
年
一
ヵ
月

　
（
準
備
も
い
れ
る
と
二
年
）
と
い
う

短
期
間
に
日
本
一
の
図
書
館
網
が
現

出
し
た
の
だ
っ
た
。

　
き
て
、
年
間
一
人
当
た
り
一
〇
冊

以
上
の
貸
出
と
い
う
活
発
な
住
民
の

利
用
は
何
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
①
人
口
居
住
地
一
二

万
岫
で
み
れ
ば
、
図
書
館
施
設
か
ら

大
体
半
径
一
㎞
以
内
に
九
五
％
の
人

が
居
住
し
て
い
る
。
②
毎
年
一
億
円

以
上
の
資
料
費
を
投
入
し
て
い
る

（
市
民
一
人
当
た
り
の
図
書
費
は
、
昭

和
五
十
八
年
度
で
約
一
、
三
〇
〇
円
、

本
市
は
、
昭
和
六
十
年
度
で
一
〇
五

円
）
③
そ
れ
ら
の
条
件
を
活
用
で
き

る
司
書
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
。

　
何
も
奇
抜
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
貸
出
に
重
点
を
お

き
、
児
童
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、

豊
富
で
新
鮮
な
資
料
が
あ
る
図
書
館

施
設
を
す
べ
て
の
住
民
の
身
近
（
歩

い
て
一
〇
分
以
内
）
に
配
置
し
、
全

体
を
有
機
的
に
運
用
す
る
。
ま
さ
に

セ
オ
リ
ー
を
忠
実
に
実
行
し
て
い
る

だ
け
な
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
ま
で

徹
底
し
た
例
は
か
つ
て
無
か
っ
た
。

　
で
は
何
が
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
住
宅
都
市

と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
る
浦
安
市
の

持
つ
財
力
、
活
力
で
あ
り
、
文
化
施

設
を
急
速
に
整
備
し
よ
う
と
す
る
市

の
姿
勢
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も

住
民
の
強
い
図
書
館
要
求
、
そ
れ
の

顕
在
化
し
た
も
の
と
し
て
の
住
民
の

要
望
が
あ
っ
た
。
浦
安
の
「
こ
ん
な

図
書
館
が
ほ
し
い
会
」
は
、
図
書
館
計

画
施
設
研
究
所
長
・
菅
原
峻
氏
（
『
母

親
の
た
め
の
図
書
館
』
『
こ
れ
か
ら

の
図
書
館
』
　
（
共
に
晶
文
社
）
の
著

者
）
を
招
き
学
ん
だ
。
そ
し
て
市
側

は
当
時
浦
和
市
立
図
書
館
長
だ
っ
た

鈴
木
四
郎
氏
を
招
き
学
ん
で
い
る
。

菅
原
氏
、
鈴
木
氏
、
共
に
昭
和
四
十
年

代
か
ら
の
図
書
館
近
代
化
路
線
を
推

進
し
て
き
た
人
達
で
あ
り
、
前
述
の

セ
オ
リ
ー
を
共
有
し
て
い
た
。
こ
の

共
通
の
理
念
の
上
に
。
住
民
側
と
市

側
が
共
通
の
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実

務
に
精
通
し
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け

る
図
書
館
長
の
登
場
。
著
者
の
言
う

　
「
出
合
い
」
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
住

民
と
行
政
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
と
い

う
地
方
自
治
の
原
点
の
姿
が
こ
こ
に

は
あ
る
。

　
著
者
は
こ
の
本
を
図
書
館
人
よ
り

も
む
し
ろ
一
般
の
市
民
に
む
け
て
書

い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
一
自
治
体
職

員
の
生
き
ざ
ま
と
し
て
も
興
味
深
い

本
書
、
一
読
を
す
ナ
め
た
い
。

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
磯
子
図
書
館

　
田
中
公
夫
〉
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図
書
館
の
街
・
浦
安
（
新
任
館
長
奮
戦
記
）

未
来
社
　
Ｂ
６
判
　
二
二
七
頁
　
一
、
二
○
○
円

　
地
下
鉄
東
西
線
で
日
本
橋
か
ら
二

〇
分
ば
か
り
、
近
郊
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
つ
づ
け
る
街
、
千
葉
県
浦

安
市
。
こ
こ
に
あ
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
と
な
ら
び
全
国
に
誇
る
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
一
の
公
共

図
書
館
網
の
存
在
で
あ
る
。
何
を
称

し
て
「
日
本
一
」
と
言
う
の
か
。
延

床
面
積
か
、
総
蔵
書
冊
数
か
、
総
貸

出
冊
数
か
、
否
。
山
高
き
が
故
に
貴

か
ら
ず
。
優
れ
た
公
共
図
書
館
と
は

何
か
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
住
民
の
よ

り
多
く
が
利
用
し
、
頻
繁
に
利
用
し

そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
支
持
し
て
く

れ
る
図
書
館
網
で
あ
る
。
浦
安
市
は

中
央
図
書
館
開
館
の
翌
昭
和
五
十
八

年
度
に
は
、
年
間
市
民
一
人
当
た
り

の
貸
出
数
一
〇
・
八
冊
を
記
録
し
、

日
野
市
、
北
海
道
置
戸
町
を
お
さ
え

一
躍
全
国
一
に
躍
り
出
た
（
本
市
は

五
十
九
年
度
で
一
・
三
九
冊
）
。
貸

出
登
録
者
率
も
五
二
％
に
達
し
て
い

る
。
こ
の
図
書
館
網
は
い
か
に
作
ら

れ
た
か
。
そ
の
創
成
の
姿
を
内
部
か

ら
記
録
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
千
葉
県
立
図
書
館
で
十
年
以
上
も

司
書
と
し
て
勤
務
し
て
き
た
著
者
は

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
浦
安
市
に
新

し
く
で
き
る
中
央
図
書
館
の
館
長
と

し
て
出
向
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
書

館
建
設
の
国
庫
補
助
の
要
件
の
一
つ

に
司
書
資
格
を
有
す
る
専
門
職
館
長

が
あ
り
、
管
理
職
か
つ
司
書
と
い
う

人
材
に
恵
ま
れ
な
い
市
町
村
の
場
合

こ
の
様
な
例
は
ま
ま
あ
る
（
県
下
で

は
湯
河
原
町
、
葉
山
町
、
大
磯
町
、

海
老
名
市
）
。
人
材
な
し
で
は
内
実
の

伴
っ
た
良
い
図
書
館
が
で
き
な
い
と

い
う
現
実
の
中
、
か
な
り
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
だ
が
、
著
者
は
見

事
に
そ
の
期
待
に
応
え
る
。
雨
漏
り

が
し
薄
暗
い
旧
図
書
館
の
二
階
に
陣

竹
内
紀
吉
著
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